
１．施設概要

施設名

所在地

サイトＵＲＬ

根拠条例

設置目的(設置時期)

指定管理者名

指定期間 施設所管課

２．総合的な評価

３．月例・随時モニタリング実施状況の確認

有 ・ 無

３項目評価 Ｓ：極めて良好
Ａ：良好
Ｂ：一部改善が必要
Ｃ：抜本的な改善が必要
※３項目評価とは、３つの項目（利用状況、利用者の満足度、収支状況）の評価結果
をもとに行う評価をいう

Ｓ

月例業務報告
確認

遅滞・特記事項があった月 特記事項または遅滞があった場合はその理由

なし なし

◆管理運営等の状況
・提案に基づき、「より高い公益性の発揮」の一環として、県の施策と連動し「未病を治すかながわ宣
言」に関するポスターの掲示を行い、普及に努めるとともに、みどりの中で体を動かすイベント（芝生
ふれあいサッカー教室、ノルディックウォーキング体験会、ママさんバレーボール及びバドミントン大
会等）を実施し、好評を得た。
◆利用状況
・スポーツの支援を目的としたイベントの開催、運動施設の利用促進、閑散期の運動施設の有効活用、
県施策等と連携した健康づくりの促進、広報ＰＲ活動の充実等を図った結果、前年度比103.4%と前年度
を上回る利用者数となり目標を達成したためＡ評価となった。
◆利用者の満足度
・県が年間５回調査を実施し、上位2段階の回答割合が91.2%となったためＳ評価となった。
◆収支状況
・閑散期、平日の運動施設の利用促進や効率的・効果的な管理運営等を実施した結果、収支比率は
110％となりＳ評価となった。
◆苦情・要望等
・様々な利用者から多種多様な内容の苦情･要望が寄せられる中、誠意をもって迅速に対処するととも
に、合わせてその原因を究明し、改善策を講じて管理運営にフィードバックすることができた。
◆事故・不祥事等
・施設等の安全対策の実施及び徹底、諸規定に基づく法令遵守の徹底、コンプライアンス要綱等の周知
等により事故・不祥事を未然に防ぐことができた。
◆労働環境の確保に係る取組状況
・県による監査、労働基準監督署からの指摘事項はない。
◆その他
・なお、平成28年度の３項目評価についてはＳ評価とした。今後も利用促進のための取組等を継続する
とともに、利用者ニーズを的確に捉え更なる利用拡大に努めてもらいたい。

公益財団法人神奈川県公園協会・株式会社サカタのタネ・株式会社オーチューグループ

H27.4.1～H32.3.31 都市公園課

総合的な評価の理由と今後の対応

モニタリング結果報告書
（平成28年度）

保土ケ谷公園

横浜市保土ケ谷区花見台・仏向町・星川一丁目・三丁目

http://www.kanagawa-park.or.jp/hodogaya/index.html

神奈川県都市公園条例（昭和32年神奈川県条例第７号）

公共の福祉の増進（昭和32年４月）

　「利用状況」がＡ評価、「利用者の満足度」がＳ評価、「収支状況」がＳ評価となり、３項目評価の
結果はＳとなった。
　運営方針に基づき、「安全で快適な利用空間の提供」、「より高い公益性の発揮」、「効率的・効果
的な管理運営」が適切かつ確実に実施されている。引き続き、施設の維持管理、利用促進のための取組
み等を充実させるとともに、今後は、広域避難場所、広域応援活動拠点として指定されている保土ケ谷
公園の管理者として、危機管理意識をさらに高め、災害等に備えるとともに、より実行性の高い災害訓
練等に取り組んでもらいたい。

＜各項目の詳細説明＞

現場確認

実 施 日 特記すべき事項があった場合はその内容

月３回程度 なし

随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにおける指
導・改善勧告等の有無

指導・改善勧告等の内容

なし



４．管理運営等の状況

〔　指定管理業務　〕

〔　参考：自主事業　〕

○オートテニス
・オートテニス２台による営業
・テニスラケットや靴の貸出

計画通り実施

事業計画の提案内容 実施状況等

○有料駐車場（A駐・B駐・臨時駐車場の運営）
・駐車場管理機器を導入し機械化
・営業時間は５時～23時まで、料金は時間制とす
る。

・平成27年度から入出庫とも自動機械を導入し、
かつ営業時間も朝５時から夜11時までとした。ま
た利用料金の上限金額も設定し、利用しやすい料
金体系とした。

○軽飲食・売店
・カフェとギャラリーを併設し、くつろぎの空間を
演出
・常設売店２箇所のほか、硬式野球場・プールでの
臨時売店の営業

計画通り実施

○防災機能の確保
・県・市と連携し、防災体制を整え
る。
・地域や利用者と連携し、防災意識
向上に取組む。
・自主的に、食料や水などの備蓄品
を充実する。
・日頃から防災設備の点検、整備を
徹底する。

・横浜市保土ケ谷消防署と連携した
高校野球連盟と合同の硬式野球場で
の災害非難訓練（６月19日、100人参
加）や、サッカー場における一般公
開されたヘリコプターによる対応訓
練（２月８日　参加人数80人）を行
い、職員の訓練（５月17日　参加７
人）とともに一般県民の皆様にも防
災意識の普及を行った。

○自動販売機（災害支援型、バリアフリー型ベン
ダーの採用）
・飲料等の自動販売機設置
・再整備された広場等への自動販売機設置

・災害支援型、バリアフリー型ベンダーを設置し
た。

○憩いと交流の機会を創出
・「四季彩のプロムナード」など園
内の植栽環境を一層充実させる。
・ギャラリーの活用とアートホール
の連携により、文化交流の機会を拡
大する。
・多目的ルームを展示コーナーとし
て充実するとともに、ホームページ
での情報発信を強化する。
・学校や地域との連携が深められる
場の提供を行う。

・四季彩のプロムナードとして、市
民ボランティアや近隣の小学校と連
携して、公園中央部を走る市道沿い
に花壇花苗、チューリップ等の球根
花、花木等を配し花の充実を図っ
た。（総参加人数223人）
・カフェと併設されているギャラ
リーを、県民の方々の発表の場とし
て各種展示を行ったり（毎月）、園
内各所の掲示板やホームページ、メ
ディアを活用した積極的な情報発信
を行った。

事業計画の提案内容 実施状況等 実施状況に関わるｺﾒﾝﾄ

○「する・みる・ささえる」スポー
ツの支援
・施設を有効活用し、スポーツを
「する」機会の拡大を図る。
・本公園で行われる大会情報の発信
などにより、スポーツを「みる」楽
しさを幅広く伝えていく。
・円滑な大会運営やスポーツ振興な
どのスポーツを「ささえる」人たち
を支援する。

・平成28年４月からテニスコートの
早朝利用コート枠を増やし、利用の
拡大を図った。
・硬式野球場、サッカー場、ラグ
ビー場において社会人や学生、プロ
球団等の試合や練習を誘致し、一般
の来園者が自由に観覧でき、スポー
ツに親しむ機会を提供する「オープ
ンスタジアム事業」に取り組んだ。
その結果、平成28年度の総参加数は
6,900人と好評であった。
・硬式野球場等において開催される
各種大会において、用具の貸出、混
雑時の園内や周辺道路の交通整理等
を行い、指定管理者側としてサポー
トを行い円滑な大会運営に寄与し
た。

○レジャーやレクリエーションを通
じた健康づくりの促進
・「健康づくり」をテーマとした
様々な教室を開催する。
・ウォーキングマップ作成など、健
康づくりにつながるサービスの向上
を図る。
・サッカー場の芝生開放デーを設
け、ヨガ体操などを展開する。

・健康づくりにつながる教室とし
て、親子対象のふれあいサッカー教
室（370人）、隣接する高等学校と連
携した芝生で遊ぶイベント（200人）
を実施した。また、企業のCSR活動と
して、大手建設会社と連携した花壇
作りや、体を動かす健康増進と公園
の美化活動に取り組んだ。



５．利用状況

目標値の設定根拠：

利用者数の算出方法（対象）：

〔　参考：最大利用可能人数／年　〕

※　原則は人数だが、施設の状況等により変更可能。単位を変更した場合はその理由

６．利用者の満足度

〔 サービス内容の総合的評価 〕

質問内容

実施した調査の配布方法 回収数／配布数 ／ ＝

配布(サンプル)対象

(複数回実施した場合は、平均値を記載。)

回答率の
対前年度比

71.0% 167.7% 59.8% 149.5% －

前年度回答率

前年度の
回答数

154

回答率 45.6% 44.7% 3.9% 3.9% 1.9%

99 41 10 4 0

64.3% 26.6% 6.5% 2.6%

満足、不満に回答があった
場合はその理由

サービス内容の総合
的評価の回答数

103
スタッフの対応も満足

合計満足
どちらかと
いえば
満足

どちら
でもな

い

どちらかと
いえば
不満

不満

47 46 4 4 2

公園の管理運営状況を総合的に見るといかがでしたか？

利用者に直接配布 103 103 100.0%

公園利用者

評価 ≪評価の目安≫
「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上　Ａ：70％以上～90％未満
Ｂ：50％以上～70％未満　Ｃ：50％未満
※評価はサービス内容の総合的評価の｢満足｣回答割合で行う

Ｓ

満足度調査の
実施内容

協定に定めた調査内容 実施結果と分析
県により休日3回、平日2回の
計5回調査

指定管理者による適切な公園管理に
より、前年度と同様に利用者から高
い満足度を得ている。

0
稼働率 ％ ％ ％ ％ ％

最大人数※ 0 0 0 0 0

年間利用可能日数

定　員

前々年度：平成18～20年度実績平均の95%
前年度、平成28年度：提案書記載目標値

有料施設申込団体数、イベント参加者数等から推計

合　計

目　標　値 566,000 736,507 763,426

目標達成率 133.6% 103.3% 103.0%

利用者数※ 756,214 760,618 786,115

対前年度比 100.6% 103.4%

評価 ≪評価の目安≫
目標値を設定し目標達成率で、Ｓ：110％以上　Ａ：100％以上～110％未満　Ｂ：85％以
上～ 100％未満　Ｃ： 85％未満　目標値を設定していない場合は対前年度比。
社会福祉入所施設と県営住宅については評価を行わないこともできますが、「目標値」欄
には代わりに定員数等を記載してください。

Ａ

前々年度 前年度 平成28年度



〔 参考：職員の対応状況 〕
質問内容

実施した調査の配布方法 回収数／配布数 ／ ＝

配布(サンプル)対象

(複数回実施した場合は、平均値を記載。)

〔　参考：その他　〕

７．収支状況

〔　指定管理業務　〕 (単位:千円)

(単位:千円)

/ / /

〔　参考：県が支出した修繕工事費　〕 ※県が支出する計画修繕工事・各所営繕工事等に係る修繕費

（　基本協定において県が負担することとしている修繕費等： 千円以上 )

〔　参考：資本的な収入及び支出等の状況　〕

H29・2 1,188 管理事務所自動ドア補修

H29・3

収　入
支　出
積　立

H28・8 743 ソーラー式両面電波時計補修

300

金額（千円） 内　容（金額（千円））

時期(年・月) 金額（千円） 工事箇所・内容（金額（千円））
H28・6 1,287 硬式野球場グランド照明補修

30,024 広場舗装・硬式テニス場フェンス改修工

H29・1 1,285 硬式野球場エレベータ劣化部品交換

H29・1 1,404 サッカー場スプリンクラー改修工

110.19%

＜備 考＞

※支出に納付金が含まれる場合、その内数

28年度 前年度 前々年度

決算 174,138 52,914 95,226
駐車場88,733
自販機 6,493 322,278 292,488 29,790

106.85%

291,716 0

当初
予算

174,138 49,963 68,792
駐車場65,499
自販機 3,293 292,893 292,893 0 100.00%

100.00%

101.95%決算 193,610 52,521 64,038 駐車場64,038 310,169

当初
予算

172,000 49,763 69,953
駐車場66,693
自販機 3,260 291,716 100.00%

決算 172,000 52,332 88,034
駐車場82,274
自販機 5,760 312,366 292,341 20,025

304,231 5,938

前
々
年
度

前
年
度

当初
予算

193,610 49,358 60,552 駐車場60,552 303,520 303,520 0

評価 ≪評価の目安≫　収支差額の当初予算額：０円の施設が該当
収入合計／支出合計の比率が　Ｓ(優良)：105％以上　Ａ(良好)：100％～105％未満　Ｂ
(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満　Ｃ(収支比率に15％を超えるマイ
ナスが生じている)：85％未満

Ｓ

収入の状況 支出の状況 収支の状況

指定管理料

回答率の
対前年度比

収支比率利用料金 その他収入
その他収入

の内訳
収入合計 支出 収支差額

81.1% 310.8% 27.0% － －

前年度回答率

前年度の
回答数

8064 8 8 0 0

80.0% 10.0% 10.0%

公園利用者

合計
満足、不満に回答が
あった場合はその理由

とてもおだやかな人々だ
から

回答率

職員の対応状況の
回答数

7448 23 2 0 1

64.9% 31.1% 2.7% 1.4%

満足
どちらかと
いえば
満足

どちら
でもな

い

公園スタッフの対応はいかがでしたか？

利用者に直接配布 74 74 100.0%

28
年度

どちらかと
いえば
不満

不満



８．苦情・要望等

5 件

2 件

2 件

15 件

5 件

1 件

3 件

※指定管理者に起因するものを記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

９．事故・不祥事等

※随時モニタリングを実施した場合は必ずその内容を記載。

※過去に発生したものでも、新たな対応等を実施した場合には、その内容を記載。

※なお、大きな事故・不祥事に関して改善勧告を行わなかった場合は、その理由を併せて記載。

10．労働環境の確保に係る取組状況

電話 受動喫煙防止のため、花見台売店横の灰
皿を撤去して欲しい。

十分な撤去の周知を行
い、平成29年1月に灰皿の
撤去を行った。来園

職員対応

メール施設・設備

※指摘事項は、県による監査（包括外部監査含む）又は労働基準監督署によるものとし、有とした場合は備考欄に概要
を記載。

職員の配置体制 無

労働時間 無

確認項目 指摘事項の有無 備考

法令に基づく手続き 無

メール

手紙

0 件

0 件

発生日

①発生時の詳細な状況
②県職員による確認の状況（内容及び実施日を記入）
③その後の経過（現在に至るまでの負傷者の状況、再発防止策等）
④施設に対する問題点の指摘やクレームの有無（有の場合は概要を記入）
⑤原因及び費用負担の有無（費用負担が有の場合は内容および負担者を記入）
⑥記者発表の有無（有の場合はその年月日を記入）

特になし

職場環境 無

事業内容

その他

電話 早朝や夕方に、大型犬や中型犬のリード
を外している人が複数見受けられる。

目立つ場所にサインを掲
示するとともに、ガード
マンの巡回を強化し、
ノーリード犬問題を解決
した。来園

分野 報告件数 概要 対応状況


